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3 サンゴが語る最近の地球環境

日本学術振興会特別研究員渡謹 剛

人類は、産業革命以降、飛躍的な技術革新と

ともに地球上のあらゆる場所で繁栄し続けてき

ましたが、一方で、、その人類活動の影響は、地
す

球規模の温暖化、環境汚染など、我々が棲む地

球という生活の場自体に深刻な危機をもたらし

ています。最近の気候変動に関する政府間ノTネ

ル (IPCC)や京都議定書などに代表されるよう

に、地球規模の温暖化が問題になっていて二酸

化炭素の排出量を制限しようという話し合いが

持たれていますロ事実、世界各国の観察記録か

らは、過去100年間の年気温が平均でosc上昇

していることが読みとれ、地球温暖イじが深刻な

問題であることを物語っています(図6)。

我々の住む地球をよりよい環境で残していく

ために、また、将来の温暖化を正確に見積もる

ためには、この地球温暖佑現象のどの程度が人

類活動の影響であるのか、少なくとも産業革命

以降からの気候変動を知る必要がありますが、

残念ながら、我々が手にできるこれらの気候記

録は多くはありません。古くからの実測の観測

記録はせいぜい、過去100年間で、これらの多く

は古くから文明の発達していたごく限られた陸

域にしか残っていません。また最近になって始

められた、人工衛星等による全地球の気温、水

温の観測も、過去にさかのぽることができるの

は20年程度です。これらの観測記録の代わりに、

木の年輪、氷床コア、湖底堆積物、古文書など

から、過去の気候を復元しようとする試みが行

われてきました。これらの研究は、多くの成果
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その群体を形成し、

群休は数百年間に渡

ウムからなるサンゴ

骨格は、形成時の密

って成長を続けます。

さらに、炭酸カルシ
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成長していきます。観測データに基づ、〈気温変動，縦軸は1961から1990年の平均値からの偏差図6

つまり、サンゴ骨格

には、過去数百年間これらの多を収めてきましたが、

くはその材料の性質上、陸域、高

に、熱帯、亜熱帯の海洋域の情報

かし、

の海洋表層の環境変化が地球全体

の気候システムに与える重要性が

体内に共生藻類がいて栄養分を分

うに、低緯度地域の熱帯、亜熱帯

これらの地域では木の年輪

さかのほ、ることができる記録はせ

いぜい50年程度しかあり ません。

熱帯、亜熱帯のサンゴ礁を形成

緯度、極域に限定されているため

している造礁性サンゴは、イシサ

し

も明瞭に発達しませんし、過去に

l年に

エルニーニョ現象に代表されるよ

lcm以上もの速度て、骨格を成長き

が極端に不足しています。近年、

ンゴと呼ばれる腔腸動物ですが、

指摘きれるようになりました。

けてもらっているために
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サンゴ骨格の水中ボーリング風景写真4

せていきます。造礁性サンゴの多

くは単体サンゴが集まって大きな
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の環境変動が非常に細か〈記録されているわけ

です。骨格の化学成分を年輪に沿って測定する

ことで、当時の海洋環境を週レベルの解像度で、

詳細に復元することができます。

具体的な手順を簡単に説明すると、まずスク

ーパダイビング等を使った水中ボーリングによ

って、長寿のサンゴ群体からコアを取り出しま

す(写真4)。次にそれらを岩石カッターによっ

て平板状に切断した後、エックス線を照射する

ことによって年輪を観測することができます(図

7)。この年輪を採取きれた年から数えることに
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図7 サンコ守骨格のエックス線写真
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よって、それぞれの骨格部位が何年に形成され

たものであるかが分り ます。続いて、切断面か

ら各年代に沿ってごく少量ずつ削っていき粉末

を採取します。最後に、得られた炭酸カルシウ

ムの粉末の酸素や炭素の同位体比、ストロンチ

ウムなどの微量に含まれる元素を質量分析計や

元素分析計によって測定分析していくのです。

炭酸カルシウムの酸素同位体比は、形成時の

水温と海水の組成によって変化するので、サン

ゴ骨格の酸素同位体比から当時の水温や降水量

を復元することができます。また、サンゴ骨格
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の炭素同位体比には大

気中の二酸化炭素濃度

の変動や日射量の変動

が記録されています。

これらのサンゴ骨格に

残されている熱帯域の

海洋環境の記録は、今

まで不足していた熱帯

域の過去の水温変化を

央日ることカfで、きるiまか

りでなく、エルニーニ

ョなどの地球規模の気

候現象や海洋の物質循

環のメカニズムを理解

する上で極めて重要な

手がかりを与えてくれ

ます。
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